
船舶事故等調査報告書 

平成２２年９月３０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０神第１１９号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年６月１６日 ００時１０分ごろ 

発生場所 石川県志賀町海士埼西方沖 海士埼灯台から真方位２６２°１４.４海里

（Ｍ）付近（概位 北緯３７°０６.７′ 東経１３６°２２.５′） 

事故等調査の経過  平成２２年６月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 大興
たいこう

丸、１９.９２トン 

   ＩＫ２－５５３２（漁船登録番号）、有限会社大興水産 

Ｂ 漁船 第二金比
こ ん ぴ

羅
ら

丸、１９トン 

   ＮＳ２－１５５９１（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、一級小型船舶操縦士 

Ｂ 船長、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ なし 

 損傷 Ａ 船首部に約３０㎝の凹損 

Ｂ 左舷後部に凹損及びいか釣り機２台に損傷 

事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか１２人が乗り組み、魚群探索を行いながら約８.５ノ

ット（kn）の速力で自動操舵により南南東進中、Ｂ船は、船長Ｂほか２人

が乗り組み、シーアンカーを海中に投入し、漂泊していか釣り中、平成２

２年６月１６日００時１０分ごろ、海士埼西方沖において、Ａ船の船首部

とＢ船の左舷船尾部とが衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 東、風力 ４、視程 約２Ｍ 

海象：波高 約０.５ｍ、潮流 北北西流約０.３kn 

 その他の事項  Ａ船は、船長Ａが操舵室の椅子に腰掛けた姿勢で居眠りをしていた。 

 船長Ａは、周囲が明るいので目覚めたとき、左舷側至近のＢ船に気付い

た。 

 Ｂ船は、集魚灯を点灯していか釣りをしていた。 

 船長Ｂが操舵室で仮眠し、甲板員２人が甲板上で漁獲物の箱詰め作業を

行っていた。 

 船長Ｂは、衝撃を感じて目覚めた。 

甲板員２人は、Ａ船が目前に迫ったとき、初めてＡ船に気付いた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、海士埼西方沖において、自動操舵で南南

東進中、操船中の船長Ａが居眠りに陥ったことか

ら、Ｂ船に気付かなかったものと考えられる。 

 Ｂ船は、漂泊しながら漁ろうに従事中、船長Ｂが



操舵室で仮眠し、甲板員が漁獲物の箱詰め作業を行

い、見張りを行っていなかったことから、接近する

Ａ船に気付かなかったものと考えられる。 

原因 

 

 

 本事故は、夜間、海士埼西方沖において、Ａ船が自動操舵で南南東進中、

Ｂ船が漂泊しながら漁ろうに従事中、操船中の船長Ａが居眠りに陥ってＢ

船に気付かず、また、船長Ｂが仮眠をとっていて見張りを行っていなかっ

たため、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




